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地震の「なみ」からみえてくること

What do the “waves” reveal on earthquake?

 
福西 拓人1、*小川 佳菜1、*下中 晴矢1

Takuto Fukunishi1, *Kana Ogawa1, *Hareruya Shimonaka1

 
1. 大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎

1. Tennouji high school attached to Osaka Kyouiku University

 
　昨年度からのSSH研究で,「大森の距離公式」（地震までの震源距離と観測点で観測される初期微動時間との

間に成り立つ比例関係を表した公式）に用いられる定数kに着目した発表を行った.この研究では，防災科技研

が運用するHi-Netが無料で公開している地震のイベント波形データを波形解析ソフトWin systemで処理

し，個々の地震について，走時曲線を描くこと，またＰ波,S波の到着時刻を目視で算出することによって,大森

の距離公式の係数kの正確な値の算出を試みた．その結果，我々の解析では中学・高校の教科書に掲載されて

いるkの値（６～８）より有意に大きな値（一般に８以上）が出ることが確認された．今年度の研究では昨年

度同様の研究手法を用いて,特に地震の生じる地域（例えば、関東地方と九州地方など）による定数の差異や震

源の深さによる影響などを考察した.
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